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ろ
っ
ぽ
う
診
療
所

　

所
長

　

千

　

葉

　

義

　

幸

濯

　　

組
合
員
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

木

　

す
。
令
和
に
な
り
初
め
て
の
年
頭
、
謹
ん
で
ご
祝
詞
を
申

藤

　

し
上
げ
ま
す
。
ろ
っ
ぽ
う
診
療
所
、
た
じ
ま
医
療
生
活
協

影

　

同
組
合
が
つ
つ
が
な
く
新
し
い
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

撮

　

ま
し
た
の
も
、
ひ
と
え
に
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
厚
情
の
お

　　

陰
と
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　　　

早
い
も
の
で
私
が
所
長
と
し
て
赴
任
さ
せ
て
頂
き
、
１

ー

　　

年
半
が
経
過
致
し
ま
し
た
。
当
初
は
組
合
員
様
の
名
前
を

　　

覚
え
る
と
こ
ろ
か
ら
で
し
た
が
、
現
在
は
名
前
か
ら
お
顔

＝

　　

や
身
体
の
状
態
が
思
い
浮
か
び
ま
す
。
お
陰
様
で
導
入
し

　　

ま
し
た
Ｃ
Ｔ
は
診
療
所
の
診
断
能
力
向
上
だ
け
で
な
く
、

　　

豊
岡
市
の
多
く
の
医
療
機
関
か
ら
の
依
頼
が
増
し
、
よ
り

　　

広
い
貢
献
が
出
来
て
お
り
嬉
し
い
限
り
で
す
。

　　　

新
た
に
始
め
ま
し
た
物
忘
れ
外
来
は
口
コ
ミ
で
受
診
者

　　

が
増
え
、
昨
年
１
年
で
１
７
０
名
の
新
た
な
患
者
様
の
診

　　

察
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
当
初
か
ら
理
想
と
し
て
い
た

　　

医
療
に
少
し
ず
つ
近
づ
い
て
い
る
と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

　　

何
よ
り
も
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー

　　

シ
ョ
ン
、
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ

　　

ス
、
そ
れ
ぞ
れ
の

「え
が
お
」
職
員
の
懸
命
の
サ
ポ
ー
ト

　　

に
感
謝
致
し
ま
す
。

　　　

但
馬
地
域
の
医
療
福
祉
は
少
子
高
齢
化
の
波
を
受
け
て

　　

一
層
厳
し
さ
を
増
し
て
い
き
ま
す
。
今
こ
そ
、
生
ま
れ
育
っ

　　

た
こ
の
地
で
安
心
し
て
こ
れ
か
ら
も
暮
ら
せ
る
よ
う
に
み

　　

ん
な
が
知
恵
を
出
し
合
い
、
助
け
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　　

そ
の
た
め
に
先
頭
を
切
っ
て
皆
様
の
健
康
、
生
活
を
支
え

　　

る
診
療
所
、
組
合
で
あ
る
こ
と
を
年
始
の
約
束
と
致
し
ま

　　

す
。

　　　

皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
、
新
年
の
ご
挨

　　

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
年
も
宜
し
く
お
願
い
申

　　

し
上
げ
ま
す
。
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新
た
な
年
を
迎
え
て

　

▲ －謝を逼識登載蕎婁騨警翻と遷震て
　　

　　　

　
　 　　　

　　　　　　　

　 　　　　　　　 　　　　　
　 　　 　 　　　 　 　　

　　
ーキ ー 稲

　

鋸 謙譲講談尋曇擁 し

　　　　　　　　

拶 念 後

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

て

　

洪

理
事
長

　

安

　

木

　　　

洪

④
地
域
連
携
を
大
事
に
し
て
い
る
；

　

つし
と

　

こ
の
４
つ
の
視
点
を
大
切
に
し

て
、
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ

る
地
域
づ
＜
り
を
今
年
も
す
す
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
健
康
づ
＜
り
や
ま
ち
づ

＜
り
の
運
動
を
通
し
て
、
医
療
や

介
護
の
事
業
を
す
す
め
ま
す
。
平

和
や
社
会
保
障
の
充
実
を
求
め
る

運
動
や
環
境
へ
の
取
り
組
み
も
続

け
て
い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、

皆
さ
ま
に
ぜ
ひ
活
動
の
担
い
手
と

な
っ
て
い
た
だ
＜
こ
と
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

結
び
に
、
皆
さ
ま
の
今
後
益
々

の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
い
た

し
ま
し
て
、
新
春
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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謹
ん
で
新
年
の
お
喜
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

法
人
の
基
本
理
念

「あ
た
た
か

な
だ
す
け
あ
い
で
す
こ
や
か
に
人

間
５
し
＜
生
き
る
」
の
も
と
、
第

２４
回
通
常
総
代
会
で

「＜
５
し
の

困
り
ご
と
を
解
決
し
健
康
で
安
心

し
て
住
み
つ
づ
け
ら
れ
る
ま
ち
づ

＜
り
を
す
す
め
よ
う
」
を
掲
げ
、

事
業
と
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

そ
の
推
進
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
に
、
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
少
子
高
齢
化
や
核
家
族

の
進
行
、
人
□
減
少
、
地
域
の
つ

な
が
り
の
希
薄
化
な
ど
社
会
情
勢

が
大
き
＜
変
化
す
る
な
か
地
域
で

孤
立
し
て
し
ま
う
人
に
対
す
る
支

援
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

そ
こ
で
、
た
じ
ま
医
療
生
活
協

同
組
△□
で
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
具
体
化
と
し
て

①
都
市
部
の
高
齢
者
問
題
だ
け
で

な
＜
地
方
の
課
題
に
も
対
応
し

　

て
い
る
こ
と

②
社
会
保
障
と
制
度
の
充
実
目
指

す
活
動
と
一
体
の
も
の
で
あ
る

　

っし
と

③
組
合
員
の
自
主
的
活
動
を
基
本

と
し
て
い
る
こ
と

守

　　

ま
れ

わ

守
葺
袋
ま
れ

　

た
＜
さ
ん
働
い
て
、
た
＜
さ
ん

食
べ
て
飲
ん
で
遊
ん
で
、
健
康
で

楽
し
い
一
年
に
し
だ
い
で
す
。

　　　　　　

（職
員
Ｋ
さ
ん
）

　

６
回
目
の
年
男

「少
年
易
老
学
難
成
」

蒔
い
た
種
の
割
に
実
り
は
少
な
＜
、

乏
し
い
が
そ
れ
を
余
生
の
糧
に
。

何
か
待
っ
て
い
る
か
楽
し
み
だ
。

　　　　　

（組
合
員
Ｔ
さ
ん
）

　

子
年
の
特
技

（？
）
を
活
か
し

て
、
小
回
り
が
き
い
て
、
小
さ
な

こ
と
に
も
ち
ゃ
ん
と
気
づ
け
る
こ

と
を
め
ざ
し
て
、
色
ん
な
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
だ
い
。
ま
だ
そ
っし

に
は
至
っ
て
な
い
け
れ
ど
…

。

　　　　　

（組
合
員
０
さ
ん
）

２０２０年２月１１日（火）

ところ：神戸国際会議場
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兵庫民医連第４５回

学術運動交流集会

　

組

合

員

集

会

　　

を
、
兵
庫
県
内
を
は
じ
め
と
す
る

　　　　　　　　　　　　　

民
医
連
の
方
々
の
お
力
添
え
を
い

　

１

　

１
月
６
日

（水
）
新
田
地
区
コ

　　

だ
だ
き
な
が
ら
乗
り
越
え
て
き
た

ミ
ユ
ニ
テ
イ
セ
ン
タ
１
で
行
い
ま

　　

話
な
ど
を
聞
き
ま
し
た
。

し
た
。

　　　　　　　　　　　　

「振
り
返
り
の
意
味
で
も
、
た
ま

　

第
１
部
は

「笑
い
ヨ
ガ
」
。
神

　　

に
は
っし
う
い
う
話
を
聞
＜
必
要
が

戸
医
療
生
協

「ラ
フ
タ
ー
班
」
足

　　

あ
る
」
と
の
声
も
あ
り
、
っしち
ら

達
敦
子
さ
ん
を
講
師
に
お
迎
え
し

　

も
好
評
で
し
た
。

　　
　
　
　
　
　

　
　

　

　
　
　
　
　

だ
。
今
ま
で
で
一
番
楽
し
い
集
会

　　　　　

　
　　

　
　

　　
　　

　
　　
　
　
　　
　

　

　
　　

　　
　
　
　
　
　

　　
　
　　　

…

　

＊朝７時にマイク□バスがるつぼう診療所を

　

…
：

　

出発し、 各地をまわって行きます。

　　　

‐

＝

　

＊ヘルパーステーションえがあの細田介護

　

…

…

　　

福祉士と本部の春木が発表します。
＝

　

＊県内の医療生協からだ＜さんの取り組み

　

…

… 発表があり・郊 勘参考－刷 舗 奇 癖１

…

　

申し込み・問い合わせは事務局まで。 参加

　

…

　

…

　

費は無料ですのでぜひご参加＜ださい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　

　

　　　

きと
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ご存知ですか？

　

～「世帯分離」って知っていますか？～

　

ご本人の所得が低＜て非課税でも同じ世帯に課税者がいると「課税世帯」 となり、 介護保険料や介護サービス利用

料や医療費の軽減措置が受けられず高＜なります。
そんなとき、 「世帯分離」をすることにより、 非課税世帯となることができます。

世帯分離とは住民票を分けること
この場合の「世帯」ー、 住民票で判断します。
世帯は、 同一住所と同一生計が要件ですので、 住所が同じでも 「生計」 が別であれば「別世帯」となることができ

ます。 なお、 戸籍はまった＜変化はありません。

　

「生計が別」 の実態があれば、 親子でも夫婦でも別世帯となることはできます。 （夫婦の場合は、 役所の窓□でか

なりの説明を要する場合があります）

住民票の世帯を分けると、
① 国保の世帯は分かれる

　

＊国保料 （税） が２世帯分になります （平等割分）

② 税の扶養控除はそのままとれる

③ 被用者保険でも原則そのまま被扶養者に入れられる（要確認）

ノ′

　　

”＼＼

　

ｆ

　　　

、、＼

＾

　

＾

　

′

　　

▲

　

・
　

　　　

　
粛■蕨

　

－▼＼

《

　　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　

　

　

　

　

したがって、７５歳以上の万は、 後期高齢者医療制度に個人加入になり、 国保世帯員にも被用者保険の扶養家族にも

なれませんので世帯分離しても他に影響しません。

課税世帯と非課税世帯でこんなに負担がちがう！

　

！

＜同一世帯の場合＞

●ＡさんとＢさんが同一世帯であれば、 課税世帯になります

　

Ａさんは、 年金収入５０万円で公的年金等控除１２０万円をひ＜とマイナスになるため非課税ですが、 Ｂさんは

年金収入２６０万円から１２０万円をひ＜と所得が１４０万円で課税です。 ＡさんとＢさんが同一世帯の場合は、 Ａさ

んｒ 後期高齢者医療制度の 「一般」 となります。

● 「－般」になると「高額療養費」 「食事代」が高＜なります

○後期高齢者医療の「一般」 の自己負担限度額の入院十外来は世帯で月５７，６００円です。
○入院時の「一般世帯」の食事代 （入院時生活療養１の場合） は

　　

１食４６０円×３食＝１，３８０円 （１日）

　

１，３８０円×３０日＝４１，４００円 （１か月）

　　

つまり１か月間入院したら９９，０００円かかります。

＜単独世帯の場合＞

●Ａさんが単独世帯であれば、 非課税世帯になります

　　

医療費負担はＡさんが単独世帯の場合、 年金収入５０万円ですから非課税、 かつ所得が０円ですので「低所得１」

　

になります。

● 「低所得１」になると「高額医療費」 「食事代」負担が低＜なります

＜Ａさんの場合＞

　

○医療費の自己負担限度額の入院は世帯で月短０００円

　

○療養病床に入院した場合の食事代は

　　　

１食１３０円×３食＝３９０円 （１日）

　

３９０円×３０日＝１１，７００円 （１か月）

　　　

つまり１か月間入院したら２６，７００円となります。

（例）
Ａさん

Ｂさん

８８歳

　

年金

　

５０万円

６７歳

　

年金２６０万円

Ａさんが療養病床に「か月入院した場合の費用負担は

　

① ＡさんとＢさんが同一世帯なら

　

→

　

９９，０００円

　

② Ａさんが単独世帯なら

　　　　　

→

　

２６，７００円

　　

どうしてこんな３倍以上の差がでるのでしようか。
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「がん」 と向き合って９

　

和田邦子
１１． がんについての学び

　

ｅクリニックの会員になった私は、次のように自分の生活を振り返りながら自分のすることを決めました。今までに取
り上げてきた本以外にも、がんのことをもっと知ろうとさまざまな本を読みました。まず闘う相手のことを知ることが大
切だと思ったのです。本屋さんに入ると、いつも医療関係の本の並んでいるところに行き、がんや体のことについての本
を見つけ、購読しました。

　

夫ががんになつた時に、夫が帯津先生の考え方に傾倒していましたので、まず帯津先生の本を読みました。
中にはがんになっても何もしないのがよいという先生の本もありました。

　

私が読んだのは、がんに関する本の一部にしかすぎません。本当にたくさんの本が出ています。その中で、どんな本や
情報と出会い、何を選択してがんと付き合っていくかは、がんになった本人が決めていくしかなし、のだと思し、ます。今で
も、本屋さんに入ると医療のコーナーに足が向きます。 （＊書籍については事務局にお問い合わせください）
１２，自分の生活を振り返って

　

私は、退職してからとてもいい加減な生活を送っていました。一人で生活していたこともあり、就寝時間、起床時間と
も日によつて違い、夜更かし朝寝坊の生活でした。免疫力が一番上がりやすいのは、夜ｎ時からだそうです。睡眠時間は
７時間くらいがよく、それ以上でもそれ以下でもあまりよくないと知りました。手術する前の私の体温は３５度合でした。
体温が低いと免疫力も下がるとのことです。
食事もあるもので済ませたり、外食したりと色々で、しかも食事の内容にこだわるわけでもなく、時にはお菓子が食事代
わりのこともありました。

　

がんは「０年、２０年の期間を通してできるそうです。振り返つてみれば、その間さまざまなストレスがありました。職場
でのこともあったと思いますが、それ以外にもストレスとなったことが多々あつたように思います。ストレスはがんに
とって一番の大敵だそうです。私は、がんになるべ＜してなったという思いがしています。
１３． 私のがんとの付き合い方

　

そこで、 「ｅ－クリニック」岡本先生の考え方を中心に自分の生活を次のようにしてみようと思いました
①食事については、和食中心の食事です。
．一日一回は玄米を食べる。 味ｏ曽汁と納豆が朝食
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ド ミノ・肉ではなく、魚を中心にして自然な食材をなるべ＜使う（今のスーパーではなかなか難しい）

・ニンジンジュースをなるべく飲む （昼食時が多い）
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・ｅ－クリニックの天然サプリメントをとる
・食事がストレスにならないために週］回は何を食べてもよい日をつくる
②軽い運動を日常生活の中に取り入れる。
・週「回のコープの太極拳教室に通う
・医療生協日高支部や地区のグランドゴノレフ会に所属し、練習や大会に出る（③以降は次号）
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虹
の
ひ
ろ
ば

望
年
会
＆
忘
年
会

　

但
馬
各
地
で
望
年
会
・
忘
年
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、

１２
月
２３
日
（月
）

日
頃
カ
ラ
オ
ケ
班
が
利
用
し
て
い

る
ス
タ
ジ
オ
を
会
場
に
出
石
支
部

の

「望
年
会
」
を
１４
名
の
参
加
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

初
対
面
の
人
も
あ
り
近
況
も
交

え
て
自
己
紹
介
。
日
頃
の
思
い
や

趣
味
を
語
り
あ
っ
て
和
気
あ
い
あ

十し

　

ご
馳
走
が
お
腹
に
収
ま
っ
た
頃

か
ら
は
順
々
に
歌
を
披
露
し
て
、

賑
や
か
で
和
や
か
な
会
と
な
り
ま

し
た
。

ＡＷ
Ｖ

　

も

２０２０年１月１５日（５）

グ
ラ
ウ
ン
ド
・ゴ
ル
フ
大
会

ご
案
内

　

る
つ
ぼ
う
通
信
１１
月
号
の
時
に

も
ご
案
内
し
ま
し
た
が
、
但
馬
ド
ー

ム
で
行
い
ま
す
。

　

２
月
３
日
（月
）

　

１

　

３
時
受
付
開
始

お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

亘

　　　　

－

　

－

１

　　　　　　

　　　　　　
　
　　

　

た稀
辞
』
ミ
ー

日
高
支
部

　

「も
ち
つ
き
大
会
」

　

恒
例
の

「餅
つ
き
」
を
１２
月
２６

日
に
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
１２

人
で
、
朝
か
ら
の
小
雨
模
様
を
心

配
し
て
い
ま
し
た
が
、
思
っ
た
よ

り
寒
＜
な
ら
ず
、
順
調
に
１４
臼
つ

＜
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

蒸
し
器
を
２
台
確
保
し
た
こ
と

や
、
仕
事
分
担
が
う
ま
い
目
六合
に

進
ん
だ
こ
と
か
ら
予
定
よ
り
も
早

＜
出
来
上
が
り
大
満
足
。
組
合
員

さ
ん
の
美
味
し
い
コ
ー
ヒ
ー
や
漬

け
物
の
差
し
入
れ
も
あ
り
、
つ
き

た
て
の
き
な
粉
餅
や
大
根
餅
も
最

高
の
お
味
で
し
た
。
今
年
初
め
て

参
加
さ
れ
た
万
も
あ
り
、
こ
れ
も

嬉
し
い
こ
と
で
し
た
。

　

出
来
た
お
餅
は
、
日
高
支
部
の

独
居
の
組
合
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に
届
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喜
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で
い
た
だ
＜
っしと
が
で
き
ま
し
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。
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たじま医療生協クイズ係
ＦＡＸ ０７９６－２４‐７０１０

メールアドレス

ｉｎｆｏ＠ｔａｉｉｍａ‐Ｃｏｏｐ．Ｃｏ

出
石
支
部
が
１２
月
に
行
っ
た
の

は
「何
会
」で
し
ょ
う
？

④

　

望
年
会

⑥

忘
年
会

◎

　

某
年
会

　

は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
、

ま
た
は
待
合
室
の
応
募
箱
に
て
、

ク
イ
ズ
の
答
え
と
、
医
療
生
協
に

対
す
る
ご
意
見
や
ご
感
想
を
添
え

て
「た
じ
ま
医
療
生
協
ク
イ
ズ
係
」

ま
で
ご
応
募
＜
だ
さ
い
。

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
３
名

様
に
、
図
書
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。
ご
住
所
、
お
名

前
を
お
忘
れ
な
＜
。
当
選
者
は

次
。５
の
る
つ
ぼ
う
通
信
で
発
表

し
ま
す
。
そ
の
さ
い
ペ
ン
ネ
ー

ム
で
の
記
載
を
ご
希
望
の
万
は
、

併
せ
て
ご
記
入
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だ
さ
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。
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で
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〒６６８－Ｏ８５・豊岡市今森４６５－・ 辛 錠：繋留

〒６６８‐０８５２豊岡市江本３９６‐１１０１号・１０２号

居宅介護支援事業所ぇかお一 饗 たろ？蔓
訪問看護ステ■ションぇかお‐手書壷亀袴畳

ヘルパーステーションぇかお－ぞ多量－■宣子三も
訪問入浴サ おがえスビ

●

る
つ
ぼ
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存
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で
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か
？
Ｌ
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情
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、

助
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ま
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。
こ
れ
か
ら
も

　

期
待
し
て
い
ま
す
。

●
１１
月
の
組
合
員
集
会

「笑
い

　

ヨ
ガ
」
に
参
加
し
た
。
こ
れ

　

は
何
だ
、
想
像
し
て
い
た
ヨ

　

ガ
と
は
全
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違
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初
め
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の
感
覚
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参
加
し
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地
。
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よ
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っ
た
。
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０
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０

　

年
、
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。

　

み
ん
な
が
元
気
が
出
る
よ
う

　

な
大
会
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

前
回
の
ク
イ
ズ
の
正
解
者
の

中
か
ら
抽
選
の
結
果
、
次
の
方

に
図
書
カ
ー
ド
を
進
呈
し
ま
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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苦
労
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金
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市
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岡
市
）

（朝
来
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診 療 時 間
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月 火 水 木 金 土
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午
幣

○ ○ ○ ○ ○ ○

午

　

後
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間
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夜
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○
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○

　

／

　

○ ／
受付時間

　

午前診療

　

火～金午前８時～１１時

　

月・土午前８時～１２時

　　　　

夜間診療

　

月・水午後４時～６時半

　

金午後４時～７時
日曜・祝日休診
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２０２０年１月１５日（６）

◆材料２人分◆ ＝ー－「

　

　　

‐

　　　　　　　　　　　　　　

．

無調整豆乳…………１カップ （２００ｍ１）

卵‐‐………………………‐‐……大１個

塩‐‐… ……… ……・……－…ノ」＼さ じ２／５

白こしよう…………………………少量

とろけるチーズ…‐‐………‐‐大さじ２

（またはスライスチーズ………１枚分）

パセリみじん切り…………‐‐……適宜

洋
国
豆

ん

し

「私
の
お
す
す
め
料
理
」
⑥

　

豆
乳
で
た
ん
ぱ
く
質
ア
ッ
プ
！
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管
理
栄
養
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戸

　

宏

　

子

，一日Ｄ肥只－．山陰海岸ジオパークこぼれ話

　　

三木武行
第１２回 （最終回）

　

ジオバークのこれから

　

２００７年に山陰海岸ジオパーク協議会が発足して１２年が経ちました。 ジオパークのエリアでは自然の観光資源としての
価値が高まり、 地域の人々の「故郷大地の素晴らしさ」への理解が深まりました。保護保全の活動も進み郷土教育も充
実してきました。各ジオサイトでは看板や施設パンフレットが整備され訪れやす＜なりました。景色を見て、温泉に入っ
ておいしいものを食べるだけの旅ではな＜、 大地と人々の関わりを知る喜びも旅の楽しみに加わりました。

　

市内の小中学校では総合の時間に副読本を用いジオパークと］ウノトリを学習しています。豊岡が世界に注目されて
いることが子ども達の自信になり、 地域の再発見と感動に繋がることと期待しています。子ども達は将来ユネス］の目
標であるＳＤＧＳを具体化する力になるでしよう。（ＳＤＧＳというのは２０１５年に国連で決議された地球環境を守り人類が持
続・永続できるよう１７の目標を実践する運動です。写真参照）約３０年前には地球環境問題で酸性雨・オゾンホール・温
暖化が課題になりましたが、塩素・フ□ンガスや石炭・ディーゼルなどの世界的規制により酸性雨・オゾンホールの影
響は小さ＜なっています。しかし、 温暖化の問題は拡大していて気候変動・食糧不足・環境汚染などに繋がっています。

　

私も阪神からＵターンしましたがこのような急激な過疎や高齢化は予想外でした。地域に住む私達は積極的に自然を
楽しみ、健康で豊かな生活を送ることで子どもたちの将来の憧れとなりたいものです。

（山陰海岸ジオパークは今回で終：します。三木さん２年間ありがとうございました。）
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世界に知られた玄武洞

　　　　　　

豊岡市小学校の副読本

　　　　　　

ユネスコの目指すＳＤＧＳの１７項目


